
平成２３年5月１日発行 
3月定例会 
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●説明の要旨 

　
平
成
２２
年
秋
以
降
、
急
速
な
円
高
の

進
行
や
海
外
経
済
の
減
速
懸
念
、
政
策

効
果
の
一
巡
か
ら
景
気
の
先
行
き
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
が
、
２３
年
に
入
り
基
幹

産
業
で
あ
る
自
動
車
生
産
に
底
打
ち
感

が
出
た
こ
と
か
ら
、
一
部
に
持
ち
直
し

に
向
け
た
動
き
も
見
ら
れ
、
２
月
の
月

例
経
済
報
告
で
も
１
月
に
続
き
景
気
判

断
を
上
方
修
正
す
る
な
ど
、
景
気
回
復

に
向
け
た
動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
。
 

　
こ
の
経
済
情
勢
の
中
、
国
に
お
い
て

審
議
さ
れ
て
い
る
２３
年
度
予
算
で
は
、
 

２２
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
財
政
運

営
戦
略
に
基
づ
き
、
基
礎
的
財
政
収
支

対
象
経
費
と
新
規
国
債
発
行
額
を
２２
年

度
以
下
に
抑
え
た
も
の
の
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
等
に
よ
り
、
２２
年
度
に
引
き

続
き
、
国
債
発
行
額
が
税
収
を
上
回
る

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

   　
本
市
の
２３
年
度
予
算
は
、
財
政
環
境

が
非
常
に
厳
し
い
中
、
基
本
方
針
と
し

て
経
常
的
な
経
費
は
一
層
の
削
減
を
行

っ
た
上
で
必
要
な
予
算
付
け
を
行
い
、

政
策
的
な
経
費
は
事
務
事
業
評
価
の
結

果
や
必
要
性
・
緊
急
性
を
十
分
に
精
査

し
、
真
に
必
要
な
も
の
の
み
予
算
付
け

を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
施
計
画
事

業
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で
も
予
算
計
上

を
見
送
る
な
ど
厳
し
い
判
断
も
し
た
。
 

　
一
般
会
計
は
１
０
８
４
億
９
千
万
円
、

特
別
会
計
は
６
４
１
億
３
８
７
０
万
円
、

企
業
会
計
は
３
１
０
億
６
７
７
６
万
円

で
、
総
額
は
２
０
３
６
億
９
６
４
５
万

円
と
な
り
、
２２
年
度
当
初
予
算
に
対
し

４
・
９
％
の
減
と
な
っ
た
。
 

   　
「
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
１０
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
現
在
の
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
が
大
幅
に
増
加
し

手
狭
に
な
っ
て
お
り
、
岡
崎
市
医
師
会

が
新
た
な
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
。
市
民
の
健
康
管
理
及
び
地
域
衛

生
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、

整
備
費
へ
の
補
助
を
行
う
。
 

　
ま
た
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
安
全
性
・

快
適
性
の
向
上
を
図
る
た
め
園
庭
の
芝

生
化
に
取
り
組
む
。
芝
生
化
は
け
が
の

防
止
、
温
度
上
昇
の
抑
制
、
砂
ぼ
こ
り

対
策
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
の
反
面
、
維
持

管
理
の
手
間
が
多
く
掛
か
る
た
め
、
２３

年
度
は
保
育
園
、
幼
稚
園
そ
れ
ぞ
れ
一

園
で
試
験
的
に
芝
生
化
を
行
い
、
そ
の

効
果
等
を
検
証
し
て
い
く
。
 

　
「
自
然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
新
一
般
廃

棄
物
中
間
処
理
施
設
で
は
、
２２
年
１１
月
 

１０
日
か
ら
試
運
転
を
開
始
し
て
お
り
、

現
在
、
性
能
試
験
に
お
い
て
機
能
・
能

力
を
確
認
中
で
あ
る
。
４
月
か
ら
一
般

ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
５
月
末

の
本
格
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
「
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
１９
年
度
に
愛
知
県
企
業
庁
が

着
手
し
た
豊
田
・
岡
崎
地
区
研
究
開
発

施
設
造
成
事
業
で
は
、
計
画
地
内
で
確

認
さ
れ
た
希
少
な
動
植
物
の
保
全
対
策

を
講
じ
た
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
を
反
映
し
た
環
境
影
響
評

価
準
備
書
が
公
告
、
縦
覧
さ
れ
た
。
今

後
は
手
続
き
を
迅
速
に
進
め
、
で
き
る

限
り
早
期
に
造
成
工
事
に
着
手
し
て
い

く
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
 

　
観
光
振
興
で
は
、
中
国
で
徳
川
家
康

公
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は

豊
田
市
、
安
城
市
と
と
も
に
２２
年
に
設

立
し
た
「
三
河
家
康
公
の
旅
　
歓
迎
団
」

を
活
用
し
て
観
光
宣
伝
活
動
を
行
う
ほ

か
、
国
、
県
、
経
済
界
と
連
携
し
て
誘

致
活
動
の
強
化
と
受
入
態
勢
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。
 

　
「
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
東
岡
崎
駅
周
辺
地
区
整
備
推

進
事
業
で
は
２２
年
１２
月
に
完
成
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
続
い
て
２４
年
度

供
用
開
始
を
目
指
し
て
東
改
札
口
設
置

工
事
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
北
口
駅
前

広
場
整
備
に
つ
い
て
も
２２
年
末
に
都
市

計
画
決
定
の
告
示
を
終
え
る
と
と
も
に
、

用
地
取
得
を
開
始
し
た
。
 

　
藤
川
地
区
整
備
推
進
事
業
で
は
、
東

部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
道
の
駅
に

係
る
用
地
取
得
を
終
え
、
２４
年
度
で
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
建
設
工
事
へ
の

着
手
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。
 

　
「
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
南
中
学
校
の
過
大
規
模

を
解
消
す
る
た
め
針
崎
町
地
内
で
建
設

を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
翔
南
中
学

校
で
は
、
２２
年
度
用
地
取
得
を
完
了
し
、 

２５
年
４
月
開
校
を
目
指
し
て
建
設
事
業

に
着
手
す
る
。
 

　
小
中
学
校
の
環
境
整
備
と
し
て
、
２２

年
夏
の
猛
暑
を
受
け
、
児
童
生
徒
が
よ

り
快
適
に
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

普
通
教
室
に
天
井
扇
の
設
置
を
進
め
る
。
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新
年
度
予
算
 

重
点
事
業
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「
平
成
２３
年
度
と
２２
年
度
予
算
の
性

質
別
の
増
減
内
容
を
伺
う
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
「
物
件
費
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
委
託
料
が
約
４
億
８
４
９
６

万
円
の
増
、
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当

が
約
１７
億
５
７
８
５
万
円
、
生
活
保
護

費
約
１０
億
６
７
９
９
万
円
の
増
、
児
童

手
当
が
約
５
億
５
１
２
３
万
円
の
減
、

普
通
建
設
費
は
、
占
部
川
改
修
業
務
が

約
８
億
８
４
８
３
万
円
の
増
、
新
一
般

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
事
業
が
約
 

８４
億
１
２
７
７
万
円
、
（
仮
称
）
翔
南

中
学
校
新
設
業
務
が
約
３７
億
５
３
８
６

万
円
の
減
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２３
年
度
の
高
齢
者
対
策
予
算
の
前

年
度
と
の
比
較
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
の
療
養

給
付
費
負
担
金
が
５
億
３
３
９
４
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
の
前
期
高
齢
者
分
が

約
５
億
円
増
加
し
て
い
る
一
方
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
補
助
金
約
４
０
７
万
円
の
減
、

敬
老
祝
金
の
支
給
年
齢
と
金
額
の
見
直

し
に
よ
り
１
８
４
６
万
円
の
減
額
を
お

願
い
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
県
・
市
の
平
成
２０
年
８
月
末
豪
雨

の
２２
年
度
ま
で
の
事
業
費
と
２３
年
度
予

算
額
に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
県
施
工
で
は
、
伊
賀
川
が
２２
年
度
ま

で
の
事
業
費
は
１９
億
２
６
０
０
万
円
、
 

２２３
年
度
は
５０
億
８
２
０
０
万
円
、
鹿
乗

川
は
、
２２
年
度
ま
で
７
億
８
７
０
０
万

円
、
２３
年
度
は
６
億
９
４
０
０
万
円
、

砂
川
は
２２
年
度
ま
で
７
億
４
８
０
０
万

円
、
２３
年
度
は
１０
億
３
０
０
０
万
円
、
 

広
田
川
は
２２
年
度
ま
で
２２
億
８
０
０
万
 

円
、
２３
年
度
は
１０
億
３
０
０
０
万
円
で
、 

市
施
工
の
占
部
川
は
２２
年
度
ま
で
２７
億

６
５
０
０
万
円
、
２３
年
度
は
２６
億
２
０

０
０
万
円
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
財
政
調
整
基
金
、
市
債
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て

伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
財
政
調
整

基
金
は
、
長
野
市
が
１
５
０
億
３
０
０

万
円
で
筆
頭
で
あ
り
、
本
市
は
、
５２
億

１
９
０
０
万
円
で
中
核
市
４０
市
中
１８
番

目
で
あ
る
。
市
債
残
高
の
見
込
み
は
、

６
７
８
億
３
８
０
０
万
円
で
３９
位
、
借

入
額
は
４９
億
８
２
０
０
万
円
で
４０
番
目

の
最
低
、
臨
時
財
政
対
策
債
分
に
つ
い

て
も
最
低
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２２
年
度
予
算
で
先
送
り
し
た
事
業

の
反
映
状
況
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
歩
道
等
の
整
備
業
務
で
は
、
市
道
日

名
橋
線
竜
美
丘
５
号
線
は
２１
年
度
３
月

補
正
で
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
繰
り

越
し
２２
年
度
に
着
工
、
道
路
新
設
改
良

事
業
の
丹
坂
駒
立
線
整
備
業
務
は
、
２３

年
度
に
工
事
請
負
費
、
土
地
購
入
費
な

ど
約
１
億
７
２
５
万
円
を
計
上
し
、
岡

崎
城
址
公
園
整
備
業
務
で
は
駐
車
場
連

絡
通
路
の
実
施
設
計
な
ど
１
２
２
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成23年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
６
４
６
９
人
　 

108,490 

64,139 

31,068 

203,69717,811（6.2%） 

（単位：百万円） 

（単位：円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

91.0% 

99.2% 

102.2% 

95.1%

予算額 

公債費 

31,275（10.8%） 

衛生費 

31,997（11.1%） 

教育費 

107,698（37.4%） 

民生費 

47,583（16.5%） 

土木費 

28,507（9.9%） 

総務費 

対前年度比 

グラフでみる平成23年度当初予算 
・市債 
　４９億８，２００万円 
　（４．６％） 

・その他 
　３３億３，８９５万円 
　（３．１％） 

・その他 
　８７億７，４３９万円 
　（８．１％） 

歳　入 
［一般会計］ 
1,084億 
9,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 
1,084億 
9,000万円 

・県支出金 
　６１億７，５４７万円 
　（５．７％） 

・国庫支出金 
　１５５億３，７１９万円 
　（１４．３％） 

・地方消費税交付金 
　３４億１００万円 
　（３．１％） 

・その他 
　４１億６，６０４万円 
　（３．８％） 
・諸収入 
　４８億２，９６９万円 
　（４．５％） 

・繰入金 
　４４億８，４４４万円 
　（４．１％） 

依存財源 
３０．８％ 

自主財源 
６９．２％ 

●議会費 
　 ８億２，５１２万円 
●労働費 
　 ３億１，６１７万円 
●農林業費 
　１３億１，４４９万円 
●商工費 
　２５億１，１５８万円 
●消防費 
　３６億３，７０３万円 
●その他 
　 １億７，０００万円 

（ 

） 

・市税 
　６１５億 
　７，５２２万円 
　（５６．８％） 

・総務費 
　１０７億３，２１８万円 
　（９．９％） 

・民生費 
　４０５億４，４９９万円 
　（３７．４％） 

・土木費 
　１７９億１，３４０万円 
　（１６．５％） 

・教育費 
　１２０億 
　４，５７０万円 
　（１１．１％） 

・公債費 
　６７億５２７万円 
　（６．２％） 

け
い
 

・衛生費 
　１１７億 
　７，４０７万円 
　（１０．８％） 



シビックセンター 

防災くん 

４ 

◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

○平成23年度予算の質疑 

    ◆
総
務
費
 

　
「
配
信
動
画
製
作
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
す
る
動
画
製

作
の
た
め
の
委
託
料
で
あ
り
、
従
来
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
動
画
配
信
す
る
こ
と
で
、
市
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
視
聴
可
能
と

な
る
。
本
市
の
歴
史
遺
産
、
イ
ベ
ン
ト

の
配
信
は
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致

活
動
の
一
助
に
な
り
、
ま
た
市
民
向
け

に
ご
み
分
別
方
法
な
ど
の
情
報
を
動
画

で
説
明
す
れ
ば
市
民
生
活
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
市

外
・
県
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
家
康
行
列
や
観

光
夏
ま
つ
り
と
い
っ
た
も
の
は
、
肖
像

権
な
ど
の
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
対
応
を
踏
ま
え
業
者
へ
製
作
委
託
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お

い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
期
待
で

き
る
新
た
な
企
画
が
あ
れ
ば
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
平
成
２３
年
度
に
１０
周
年
を
迎
え

る
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
会
員
制
度
を

導
入
す
る
。
こ
の
制
度
は
有
料
と
無
料

の
２
種
類
あ
り
、
無
料
会
員
か
ら
は
情

報
誌
の
送
付
と
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予
約

を
受
け
付
け
る
。
有
料
会
員
か
ら
は
、

年
会
費
５
０
０
０
円
で
情
報
誌
の
送
付

と
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予
約
を
座
席
指
定

と
い
う
形
で
受
け
付
け
、
チ
ケ
ッ
ト
の
 

１０
％
割
引
も
導
入
す
る
。
公
共
の
ホ
ー

ル
で
あ
る
た
め
、
市
内
に
在
住
在
勤
の

方
を
入
会
条
件
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
進

め
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
民
生
費
 

　
「
公
立
保
育
園
園
庭
芝
生
化
業
務
の

事
業
内
容
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
モ
デ
ル
園

と
し
て
福
岡
南
保
育
園
を
予
定
し
て
お

り
、
芝
生
化
の
面
積
は
乳
児
用
園
庭
の

４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
け
が
や
砂
ぼ
こ
り
の
防
止
な

ど
安
全
性
や
快
適
性
と
い
っ
た
芝
生
化

の
メ
リ
ッ
ト
と
、
維
持
管
理
費
用
や
協

力
を
い
た
だ
く
保
護
者
へ
の
負
担
な
ど
、

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
地
元
や
保
護
者

の
意
見
を
聞
く
中
で
方
向
性
を
決
め
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
労
働
費
 

　
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
武
将
観
光

推
進
業
務
で
、
武
将
隊
の
構
成
と
雇
用

人
数
は
。
ま
た
、
具
体
的
な
内
容
を
伺

う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
武
将
隊
は
家

康
公
と
徳
川
四
天
王
、
お
付
き
の
武
将

４
人
の
合
計
９
人
で
構
成
し
、
そ
の
う

ち
８
人
は
失
業
者
を
雇
用
し
た
い
。
武

将
隊
の
具
体
的
な
内
容
は
、
主
に
岡
崎

公
園
に
お
い
て
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
に
武
将
隊
全
員
に
よ
る
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
と
し
て
、
演
舞
、
名
乗
り
、
観
光
客

と
の
掛
け
合
い
を
、
平
日
は
最
低
１
人

常
駐
し
て
練
り
歩
き
や
記
念
撮
影
等
、

観
光
客
の
お
も
て
な
し
を
行
い
た
い
」

と
答
え
た
。
 

◆
農
林
業
費
 

　
「
２２
年
度
お
か
ざ
き
農
業
塾
終
了
者

の
う
ち
新
規
就
農
し
た
人
は
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
。
今
後
、
新
規
就
農
者
の

フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
お
か
ざ

き
農
業
塾
の
第
一
期
生
に
つ
い
て
は
２２

年
７
月
か
ら
２０
名
の
う
ち
４
名
が
就
農

を
開
始
し
て
い
る
。
新
規
就
農
者
は
、

農
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

た
め
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
農
業
塾

な
ど
の
研
修
修
了
者
の
農
地
の
取
得
下

限
面
積
を
通
常
の
３０
ア
ー
ル
か
ら
１０
ア

ー
ル
へ
引
き
下
げ
て
借
り
や
す
く
す
る

ほ
か
、
借
り
る
土
地
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
に
は
耕
作
放
棄
地
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
も
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
土
木
費
 

　
「
放
置
自
転
車
の
撤
去
の
方
法
は
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
を
減
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑

が
あ
り
「
放
置
さ
れ
た
自
転
車
及
び
原

動
機
付
き
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
い
て
注
意
札
で
移
動
の
告
知
を

行
っ
た
後
に
撤
去
し
て
い
る
。
放
置
自

転
車
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
注
意
札
を
張
る
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
２２
年
度
は
重
点
的

な
対
策
と
し
て
、
放
置
自
転
車
の
多
い

東
岡
崎
駅
と
男
川
駅
で
、
市
職
員
、
警

察
官
、
名
鉄
職
員
と
共
同
で
放
置
禁
止

の
指
導
を
行
っ
た
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
防
災
緊
急
メ
ー
ル
・
防
災
く
ん
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
浸
水
被
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
鳴
る
浸

水
警
報
装
置
の
サ
イ
レ
ン
に
連
動
し
て

メ
ー
ル
を
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

浸
水
情
報
以
外
に
大
雨
警
報
等
の
警
報

情
報
、
地
震
情
報
、
東
海
地
震
関
連
情

報
、
避
難
情
報
な
ど
、
市
か
ら
発
信
す

る
緊
急
の
情
報
等
も
メ
ー
ル
配
信
す
る
。

現
行
の
メ
ル
マ
ガ
お
か
ざ
き
よ
り
配
信

速
度
が
格
段
に
速
く
な
り
、
個
人
で
受

信
す
る
項
目
や
、
浸
水
情
報
の
受
信
し

た
い
地
区
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
」
と
答
え
た
。
 

 



市民病院 

英語授業風景 
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○平成23年度予算の質疑 

◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

　
「
東
海
地
震
が
３０
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
が
８７
％
と
言
わ
れ
る
中
、
防
災

拠
点
施
設
と
併
せ
て
自
主
防
災
組
織
を

今
ま
で
以
上
に
強
化
、
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
考
え
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
、
今
後
、
東
海
・
東
南

海
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
自

助
、
共
助
が
災
害
対
策
に
お
い
て
は
重

要
な
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
力
の
向
上

が
急
務
で
あ
り
、
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
が
連
携
を
深
め
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

講
習
会
、
消
防
訓
練
等
を
今
ま
で
以
上

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答

え
た
。
 

◆
教
育
費
 

　
「
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
ア
イ
プ
ラ
ザ

が
平
成
２３
年
８
月
に
総
合
学
習
セ
ン
タ

ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
施
設
の

管
理
体
制
は
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
ま
で
の

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
や
予
約
の
方
法

に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
は
教
育
研
究
所

の
機
能
を
引
き
継
ぐ
教
育
研
究
研
修
部

門
と
、
大
・
小
ホ
ー
ル
や
体
育
室
な
ど

市
民
に
生
涯
学
習
活
動
の
場
を
提
供
す

る
生
涯
学
習
部
門
を
併
せ
持
っ
た
複
合

施
設
と
な
り
、
開
所
当
初
は
直
営
施
設

と
し
て
民
間
委
託
を
活
用
し
て
運
営
す

る
が
、
そ
の
中
で
複
合
施
設
に
合
っ
た

効
率
的
、
か
つ
効
果
的
な
運
営
管
理
方

法
を
構
築
し
て
、
近
い
将
来
指
定
管
理

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
４
月
下
旬
か
ら
利
用

希
望
者
へ
の
施
設
の
案
内
を
含
め
た
利

用
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
体
制

を
取
り
、
５
月
上
旬
か
ら
予
約
の
受
け

付
け
を
開
始
し
て
い
く
予
定
で
現
在
準

備
を
進
め
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
本
市
は
、
２２
年
４
月
に
教
育
課
程

特
例
校
の
指
定
を
全
小
学
校
で
受
け
、

小
学
校
１
年
か
ら
英
語
活
動
を
実
施
し

て
い
る
が
、
２３
年
度
も
継
続
す
る
の
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
２３
年
度
も
全
小
学

校
に
お
い
て
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定

を
継
続
す
る
。
週
に
１
時
間
、
５
、
６

年
生
だ
け
に
外
国
語
活
動
の
授
業
を
行

う
よ
り
も
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
全
児
童
に
毎
日
英
語
を
聞
か

せ
る
方
が
効
果
的
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
全
国
に
先
駆
け

た
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
学
校
現
場
か

ら
は
子
ど
も
た
ち
の
発
音
が
良
く
な
り
、

進
ん
で
英
語
を
使
お
う
と
い
う
姿
勢
が

見
ら
れ
る
な
ど
の
成
果
も
現
れ
て
き
て

い
る
」
と
答
え
た
。
 

 
 

 ◆
下
水
道
 

　
「
衛
生
設
備
資
金
貸
与
業
務
は
２３
年

度
も
６
８
０
０
万
円
の
計
上
が
あ
る
が
、

貸
与
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質

疑
が
あ
り
「
処
理
区
域
の
方
に
早
期
接

続
を
促
す
施
策
で
あ
り
、
宅
内
排
水
設

備
資
金
貸
し
付
け
と
し
て
最
高
４０
万
円
、

便
所
改
造
資
金
貸
し
付
け
と
し
て
最
高
 

４０
万
円
、
合
計
最
高
８０
万
円
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
償
還
期

間
は
４０
カ
月
以
内
で
、
２３
年
度
は
排
水

設
備
資
金
貸
し
付
け
１
７
０
件
、
便
所

改
造
資
金
貸
し
付
け
１
７
０
件
分
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
２３
年
度
は
、
約
１
億
６
０
０
０
万

円
の
黒
字
を
予
定
す
る
予
算
編
成
で
あ

る
が
、
そ
の
収
支
改
善
の
要
因
に
つ
い

て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
収
入

に
つ
い
て
は
、
当
院
が
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
比
較
的
難
易
度
の
高
い
手
術
や

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
、
地
域
医
療
へ

の
貢
献
な
ど
が
、
２２
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
重
点
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と

や
、
看
護
師
７
対
１
体
制
、
及
び
医
師

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
医
師
事
務

作
業
補
助
員
の
増
員
等
に
伴
う
施
設
基

準
の
新
規
取
得
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
職
員

の
充
実
に
伴
う
給
与
費
の
増
額
が
あ
る

も
の
の
、
単
価
交
渉
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
採
用
拡
大
に
よ
り
材
料
費
の

増
加
を
極
力
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
看

護
補
助
業
務
の
業
務
内
容
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、
委
託
料
全
体
を
押
さ
え
て

お
り
、
修
繕
費
や
賃
借
料
の
減
額
な
ど

も
加
え
て
計
算
す
る
と
１４
年
ぶ
り
の
黒

字
予
算
と
い
う
結
果
に
な
る
」
と
答
え
た
。 

◆
水
道
事
業
 

　
「
男
川
浄
水
場
の
更
新
工
事
に
は
、

２
２
０
億
円
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る

が
、
水
道
料
金
の
改
定
を
考
え
て
い
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
安
全
で

安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
男

川
浄
水
場
の
更
新
工
事
を
念
頭
に
お
い

た
財
政
収
支
計
画
で
あ
り
、
自
己
資
金

の
確
保
に
努
め
て
い
る
た
め
、
現
段
階

で
料
金
改
定
の
予
定
は
な
い
。
た
だ
、

節
水
型
社
会
に
入
り
、
収
入
の
大
半
を

占
め
る
水
道
料
金
収
入
は
減
少
傾
向
と

な
り
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
と
も
経
費
の
節
減
、
効
果
的
な
事
業

運
営
を
心
掛
け
低
廉
な
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

き

ぐ
 

て
い
　
れ
ん
 



６ 

平
成
２３
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・ＤＶ相談業務 3,198 

・多文化共生推進業務 6,470 

・防犯灯新設業務 15,266 

・交通安全施設整備事業 171,146 

・狭あい道路拡幅整備事業 136,379 

・消防自動車等購入業務 203,789 

 

 

 

・予防接種業務 1,067,686 

・公衆衛生センター整備費補助業務 301,661 

・緊急一時預かり業務 600 

・障がい福祉施設整備事業費補助業務 216,300 

・介護保険暫定サービス利用者負担助成業務 147 

・保育サービスの充実 6,018,432 

・新医療制度対応業務 50,000 

・地域の中核病院としての機能の充実 662,186 

 

 

 

・鳥川ホタルの里整備業務 53,384 

・地球温暖化対策事業 24,238 

・新一般廃棄物中間処理施設建設業務 41,616 

 

 

 

・地域活性化事業 45,689 

・緊急雇用創出事業 156,718 

・遊休農地活用対策業務 1,300 

・農林産物被害対策事業 23,273 

・林業支援事業 92,831 

・外国人観光客誘致業務 7,605

１　地域で支えあい安全に暮らせるまちづくり 
　　（市民生活・地域社会の充実） 

２　健やかに安心して暮らせるまちづくり 
　　（保健・医療・福祉の充実） 

３　自然と調和した環境にやさしいまちづくり 
　　（環境共生都市の実現） 

４　賑わいと活力あるまちづくり 
　　（経済の振興） 

・岡崎駅東地区整備業務 568,253 

・組合施行土地区画整理助成事業 229,340 

・東岡崎駅周辺地区整備推進業務 395,300 

・藤川地区整備推進業務 981,689 

・交通政策推進事業 333,268 

・街路・道路新設改良事業 1,025,037 

・橋りょう新設改良・修繕事業 798,315 

・公園緑地整備事業 201,898 

・河川・排水路改修事業 2,989,932 

・地域優良賃貸住宅供給促進業務 50,000 

・下水道事業の主な取り組み 2,390,190 

・水道事業の主な取り組み 2,887,207 

 

 

 

・小中連携英語教育推進業務 4,887 

・総合学習センター設立・管理運営事業 120,660 

・小学校整備事業 444,132 

・中学校整備事業 767,438 

・東部学校給食センター建設業務 23,100 

・旧本多邸復元活用業務 267,031 

・悠紀の里整備業務 33,593 

 

 

 

・情報通信機器整備業務 38,349 

 

 

・公立保育園・幼稚園園庭芝生化業務 1,506 

・住民基本台帳整備業務 54,982 

・中核市・特例市グリーンニューディール基金事業 41,144

５　快適で魅力あるまちづくり 
　　（都市基盤・生活基盤の整備） 

６　未来を拓く人を育むまちづくり 
　　（教育・文化の振興） 

７　将来まで自律した状態が続く都市経営 
　　（自律した都市経営の実践） 

その他 

予算額  千円 

○主な事業 

ゆ　 き 



平 
成 
２３ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平成22年度3月補正予算 
（単位：万円） 

一般会計 

補正前 

12,198,889

特別会計 6,550,662

企業会計 3,034,240

合計 21,783,791

補正額 

△84,876

△126,927

△78,489

△290,292

補正後 

12,114,013

6,423,735

2,955,751

21,493,499

   　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る

と
と
も
に
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告

書
の
提
出
を
受
け
る
契
約
を
行
う
も
の
。

質
疑
　
監
査
結
果
は
、
担
当
課
の
実
務

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
担
当
課
に
対
し
て
は
、
報
告
書

の
提
出
前
に
内
容
説
明
を
行
っ
て
お
り
、

監
査
結
果
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
実

務
に
反
映
、
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
監
査
を
実
施
す
る
過

程
に
お
い
て
も
、
監
査
人
か
ら
担
当
者

に
対
し
て
具
体
的
な
指
摘
も
行
わ
れ
て

お
り
、
外
部
の
専
門
家
の
意
見
に
直
接

触
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
違
っ
た
考

え
方
、
事
務
手
法
等
を
知
る
機
会
と
な

り
、
事
務
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
　
 

   ◇
産
業
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
 

　
地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な

人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
施
設
の
設
置

及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
　
 

質
疑
　
こ
の
施
設
の
譲
渡
を
受
け
た
後
、

市
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
料
は
 

変
更
す
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
内
容
の
 

変
更
は
可
能
な
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
貸
し
出
し
を
す
る
教
室
や
実
習

室
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
料
金
体
系
を

踏
襲
し
て
い
く
が
、
実
習
棟
の
第
４
実

習
室
と
第
５
実
習
室
だ
け
は
こ
れ
ま
で

一
体
の
実
習
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
実
態
に
合
わ
せ
一
つ
の
部
屋

と
し
て
料
金
を
設
定
し
た
た
め
若
干
安

く
な
る
。
ま
た
、
事
業
内
容
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
譲
渡
条

件
は
公
用
若
し
く
は
公
共
用
に
利
用
す

る
と
い
う
だ
け
で
、
利
用
の
方
法
は
市

の
考
え
方
次
第
で
あ
り
、
今
回
の
譲
渡

を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
現
在
の
利
用

方
法
を
踏
襲
し
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
 

   ◇
国
民
健
康
保
険
条
例
 

　
保
険
料
の
算
定
に
係
る
賦
課
割
合
を

見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
賦
課

の
適
正
化
を
図
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
（
一
部
公

布
の
日
か
ら
施
行
）
 

質
疑
　
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
割
合

を
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
加
入

者
の
市
民
税
所
得
割
総
額
の
増
加
を
見

込
む
こ
と
は
厳
し
く
、
ま
た
、
医
療
費

の
上
昇
を
見
込
む
必
要
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
料
の
賦
課
割
合
に
つ
い
て
、

所
得
割
の
割
合
を
２
％
減
ら
し
、
均
等

割
及
び
平
等
割
に
そ
れ
ぞ
れ
１
％
ず
つ

配
分
を
増
や
す
こ
と
で
、
保
険
料
の
上

昇
を
所
得
の
あ
る
方
な
ど
の
負
担
に
偏

ら
せ
ず
、
広
く
加
入
者
全
体
で
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。
 

◇
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
条
例
 

　
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
休
館

日
等
を
見
直
す
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

改
正
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
平
日
の
利
用
時
間
は
正
午
か
ら

と
し
て
い
る
が
、
小
学
校
の
始
業
式
な

ど
学
校
の
行
事
に
よ
る
児
童
の
下
校
時

刻
に
合
わ
せ
て
正
午
前
か
ら
の
利
用
に

対
応
し
、
通
常
授
業
の
あ
る
日
の
児
童

の
利
用
は
授
業
終
了
後
か
ら
の
利
用
で

あ
る
た
め
、
児
童
の
利
用
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
利
用
時
間
を
児
童
の
下
校
時

か
ら
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
年

末
年
始
の
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
１２
月
 

２８
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
１２
月
２８
日
は
市
の
他
の
施
設
の
多

く
が
開
館
し
て
い
る
こ
と
や
、
保
護
者

の
勤
務
先
の
年
末
年
始
休
暇
の
開
始
が

遅
く
な
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
、

利
用
を
希
望
す
る
声
も
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
開
館
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
 

   ◇
牧
平
公
園
条
例
 

　
牧
平
公
園
を
含
む
一
部
区
域
の
都
市

計
画
区
域
へ
の
編
入
に
よ
り
、
同
公
園

を
都
市
公
園
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
都
市
公
園
の
種
類
別
の
公
園
数

に
つ
い
て
伺
う
。
　
 

答
弁
　
都
市
公
園
数
は
全
体
で
、
現
在

２
２
７
公
園
あ
り
、
種
類
別
で
は
十
王

公
園
な
ど
の
街
区
公
園
が
１
６
２
公
園
、

井
田
公
園
な
ど
の
近
隣
公
園
が
１９
公
園
、

矢
作
公
園
な
ど
の
地
区
公
園
が
２
公
園
、

東
公
園
な
ど
の
総
合
公
園
が
２
公
園
、

広
域
公
園
と
し
て
岡
崎
中
央
総
合
公
園

が
１
公
園
あ
る
。
そ
の
他
と
し
て
、
歴

史
公
園
や
緑
地
、
緑
道
な
ど
の
公
園
が
 

４１
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
牧
平

公
園
は
新
た
に
近
隣
公
園
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
。
 

 

７ 

○議案の説明と質疑 

条
例
の
廃
止
 

包
括
外
部
監
査
契
約
 

条
例
の
制
定
 

条
例
の
一
部
改
正
 



討 

論 

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審

査
の
委
員
長
報
告
を
受
け
て
、

各
会
派
の
代
表
者
な
ど
が
賛
成
、

反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同
を

求
め
ま
し
た
。
 

市
長
提
出
議
案
 

男川浄水場 

８ 

○討論 

２１ 

２１ 

２１ 

２１ 

○
『
敬
老
祝
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
敬
老
祝
金
の

支
給
要
件
と
額
を
見
直
す
も
の
で
、
高

齢
者
福
祉
費
用
が
増
大
し
、
毎
日
の
生

活
を
守
る
費
用
が
優
先
さ
れ
る
が
、
財

政
回
復
の
折
に
は
元
に
戻
す
こ
と
を
望

む
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
こ
れ
ま
で
支

給
さ
れ
た
敬
老
祝
金
を
一
部
見
直
す
も

の
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
他
市
の
状
況
も
勘

案
し
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
現

在
の
財
政
状
況
は
、
我
慢
し
な
く
て
は

い
け
な
い
時
で
あ
り
、
見
直
し
は
必
要

と
考
え
る
が
、
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
敬

老
を
祝
う
気
持
ち
を
充
実
し
て
欲
し
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
平

成
２２
年
の
寿
バ
ス
券
等
の
廃
止
に
続
く

高
齢
者
の
切
り
捨
て
で
あ
り
、
本
多
邸

の
復
元
や
悠
紀
の
里
整
備
な
ど
は
残
し

な
が
ら
、
高
齢
者
の
楽
し
み
を
奪
う
も

の
で
あ
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
市
税
収
入
に

若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
 

　
年
度
同
様
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、

緊
急
性
や
必
要
性
を
十
分
精
査
し
た
上

で
「
誇
り
と
安
心
を
も
て
る
住
み
よ
さ

を
次
の
１０
年
に
つ
な
い
で
い
く
予
算
」

と
し
て
編
成
し
、
市
民
福
祉
の
維
持
と

確
保
に
努
め
て
い
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
市
税
収
入
の

若
干
の
増
収
は
見
込
め
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、

生
活
保
護
費
や
医
療
費
等
の
大
幅
な
増

加
に
対
し
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
の
必

要
性
や
緊
急
性
を
精
査
し
た
予
算
で
あ

る
。
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
慎
重
な
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
企

業
収
益
の
回
復
に
伴
い
、
市
税
収
入
が
 

１５
億
円
ほ
ど
増
収
と
は
な
る
も
の
の
、

社
会
保
障
関
係
費
は
そ
れ
以
上
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
、
引
き
続
き
非
常
に
厳
し

い
経
済
状
況
の
下
で
編
成
さ
れ
て
い
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
義
務
的
経
費
は
、

確
実
に
予
算
付
け
を
行
う
一
方
で
、
政

策
的
な
経
費
は
、
真
に
２３
年
度
に
実
施

が
必
要
な
事
業
の
予
算
付
け
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
増
大
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
市

と
し
て
も
国
の
補
正
予
算
等
の
情
報
収

集
に
努
め
、
暮
ら
し
福
祉
一
番
の
岡
崎

市
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
う
べ
き
」

と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
』 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
経
費
削
減
に

も
引
き
続
き
の
努
力
が
な
さ
れ
、
収
益

的
収
支
は
２２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
７
億
５
０
０
０
万
円
の
収
益
改
善
と

な
り
、
１
億
６
０
０
０
万
円
の
黒
字
予

算
と
な
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
医
師
を
始
め

病
院
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
２３
年
度

は
当
初
予
算
か
ら
黒
字
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
厳
し
い
病
院
経
営
が
予

想
さ
れ
る
が
、
更
な
る
努
力
を
要
望
す

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
市

民
病
院
の
経
営
方
針
や
経
営
状
態
は
、

良
好
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
理
解

す
る
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
刻

一
刻
と
変
化
し
て
い
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
変
化
に
注
意
深
く
対
処
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
新
棟
建
設
及
び
放

射
線
治
療
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
が
ん

診
療
の
最
先
端
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
。
更
に
２
次
病
院
や
各
医

療
機
関
と
の
病
診
連
携
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
医
療
の
安
全
と
質
的
向
上
を
期
待

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
２３

年
度
予
算
は
、
新
棟
建
設
な
ど
も
あ
る

が
、
愛
知
県
西
三
河
南
部
東
医
療
圏
が

新
た
に
分
離
さ
れ
ベ
ッ
ド
数
で
６
８
４

床
増
え
、
そ
の
う
ち
６５
床
を
市
民
病
院

で
増
や
す
と
の
こ
と
で
あ
り
評
価
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
』 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
経
常
利
益
は

　
年
と
同
水
準
が
見
込
ま
れ
評
価
す
る
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
経
営
の
効
率
化
を

図
り
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ら
れ

た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
２３
年
度
も
９

億
円
の
黒
字
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
男

川
浄
水
場
の
建
設
を
控
え
て
お
り
、
更

な
る
自
助
努
力
を
要
望
す
る
」
と
意
見

を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
市
民
病
院
等
の
重

要
施
設
へ
の
水
道
管
路
の
耐
震
化
や
大

西
配
水
場
２
号
配
水
池
の
耐
震
化
工
事

の
推
進
は
評
価
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
水

道
事
業
は
経
費
削
減
よ
り
安
全
が
求
め

ら
れ
る
。
事
業
者
選
定
や
契
約
は
安
全

面
を
重
視
し
、
公
開
を
原
則
と
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

 

ゆ

き
 

２２
 

２２
 



９ 

○議案・請願・陳情審議結果 

市長提出議案（平成22年度分） 

平成22年度一般会計補正予算の専決処分 

工事請負の契約の変更（（仮称）新一般廃棄物中間処理施設建設工事） 

工事請負の契約の変更（丸岡新橋橋梁下部工事） 

工事請負の契約（下水道管渠築造工事（大樹寺一丁目ほか２箇町地内）） 

損害賠償の額を定めること 

工事請負の契約（市立豊富小学校校舎改築工事） 

住民生活に光をそそぐ基金条例の制定 

平成22年度一般会計補正予算（第６号） 

平成22年度下水道特別会計補正予算（第３号） 

平成22年度土地区画整理事業清算金特別会計補正予算（第１号） 

平成22年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

平成22年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

平成22年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

平成22年度老人保健特別会計補正予算（第２号） 

平成22年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

平成22年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 

平成22年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第１号） 

平成22年度形埜財産区特別会計補正予算（第１号） 

平成22年度病院事業会計補正予算（第３号） 

平成22年度水道事業会計補正予算（第３号） 

市長提出議案（平成23年度分） 

包括外部監査契約 

愛知県後期高齢者医療広域連合規約の一部改正等に関する協議 

西三河地方教育事務協議会規約の一部改正等に関する協議 

市職員定数条例の一部改正 

市職員の給与に関する条例の一部改正 

市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 

敬老祝金の支給に関する条例の一部改正 

国民健康保険条例の一部改正 

保健所の設置等に関する条例の一部改正 

児童育成センター条例の一部改正 

廃棄物の減量及び適正処理に関する条例及び生活環境等影響調査条例の一部改正 

産業人材支援センター条例の制定 

牧平公園条例の廃止 

地区計画の区域内における建築物制限条例の一部改正 

市立学校設置条例の一部改正 

図書館交流プラザ条例の一部改正 

平成23年度一般会計予算 

平成23年度市民休養施設桑谷山荘特別会計予算 

平成23年度下水道特別会計予算 

平成23年度土地区画整理事業清算金特別会計予算 

平成23年度簡易水道事業特別会計予算 
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会派別賛否 
（○賛成、×反対） 議案・請願・陳情審議結果  3月定例会 
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ゆ
う
あ
い
２１
 

自
民
清
風
会 

りょう 

きょ 



採
決
結
果

 

件　　　　　　名 
日
本
一
愛
知 

の
会
　
岡
崎 
公

明

党

 

ゆ
う
あ
い
２１
 

自
民
清
風
会 

１０ 

意見を付して議長に 
報告することとした。 

○議案・請願・陳情審議結果 

会派別賛否 
（○賛成、×反対） 

常

任

委

員

会

 

特
別
委
員
会 

議会運営委員会 

委員会の活動（1月～2月） 

３月定例会の運営等 ２月１８日 

防災基本条例設置特別委員会 

経済建設委員会 

東岡崎駅周辺整備検討特別委員会 
東岡崎駅周辺整備の現状 ２月２日 

行財政改革調査特別委員会 
委員会の今後の取り組み ２月１６日 

・岡崎市地域防災計画 
・防災基本条例 

２月１７日 

・防災対策 
・委員会の今後の取り組み 

１月１８日 

・岡崎地域職業訓練センター 
・市民休養施設桑谷山荘 

２月１５日 

辻堂駅周辺地域都市再生事業について藤沢市を、 
としまビジネスサポートセンターについて豊島区を調査 

１月２７日 
～２８日 

環境教育委員会 

地球温暖化対策実行計画 ２月１６日 

英語教育推進事業について船橋市を、バイオディー 
ゼル燃料推進事業について相模原市を調査 

１月２５日 
～２６日 

病院新棟計画 ２月１４日 

福祉病院委員会 
地域福祉事業について豊中市を、徘徊高齢者 
SOSネットワークについて富田林市を調査 

１月２４日 
～２５日 

まちなか総合交通戦略の策定状況 ２月１５日 

総務企画委員会 
新金沢交通戦略について金沢市を、シティプロ 
モーション推進事業について富山市を調査 

１月２６日 
～２７日 

市長提出議案（平成23年度分） 

平成23年度農業集落排水事業特別会計予算 

平成23年度国民健康保険事業特別会計予算 

平成23年度後期高齢者医療特別会計予算 

平成23年度介護保険特別会計予算 

平成23年度継続契約集合支払特別会計予算 

平成23年度額田北部診療所特別会計予算 

平成23年度母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

平成23年度豊富財産区特別会計予算 

平成23年度宮崎財産区特別会計予算 

平成23年度形埜財産区特別会計予算 

平成23年度病院事業会計予算 

平成23年度水道事業会計予算 

訴えの提起 

副市長の選任 

議員提出議案 

市議会委員会条例の一部改正 

子宮頸がん予防ワクチンの定期接種化を求める意見書の提出 

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書の提出 

請願 

ＴＰＰへの参加に反対する意見書の提出 

陳情 

大幅増員と夜勤改善で、安全・安心の医療・介護を求める意見書の提出 

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書の提出 

市議会議員の定数削減、市議会議員の報酬削減、市議会議員のグリーン車使用廃止、 

市議会議員の海外視察廃止及び市議会議員のボーナス削減 
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武将隊で使用する紙甲冑 

       　
　
　
観
光
が
経
済
活
動
に
も
た
ら
す

　
　
　
波
及
効
果
は
極
め
て
大
き
く
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
新

た
な
観
光
振
興
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。
 

　
　
　
国
は
平
成
２２
年
６
月
に
発
表
し

　
　
　
た
新
成
長
戦
略
に
お
い
て
、
観

光
を
大
き
な
柱
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
国
・
県
や
近
隣
の
自

治
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
観
光
振
興

策
を
展
開
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

「
三
河
家
康
公
の
旅
　
歓
迎
団
」
と
し

て
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
招
い
て

宣
伝
活
動
を
行
う
ほ
か
、
多
言
語
の
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
誘
致
活
動
、
案
内

表
示
の
多
言
語
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
２２
年
度
に
製
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
紙
甲
冑
を
活
用
し
、
家
康
公
と
徳

川
四
天
王
な
ど
に
よ
る
武
将
隊
が
岡
崎

公
園
の
来
園
者
等
へ
の
お
も
て
な
し
事

業
を
展
開
す
る
。
本
市
の
持
つ
高
い
観

光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
岡
崎
な

ら
で
は
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

が
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
議
所
や
市
民

と
一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
。
 

　
　
　
豊
橋
市
内
の
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン

　
　
　
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
際
、

本
市
で
も
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
が
、

発
生
情
報
を
得
た
後
の
対
策
と
、
今
後

の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
情

　
　
　
報
が
入
っ
た
場
合
、
岡
崎
市
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策

本
部
設
置
要
綱
に
基
づ
き
部
会
を
開
催

し
、
各
部
署
で
の
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
協
議
し
対
応
す
る
。
主
な
対
策
と
し

て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
相
談
窓
口

の
設
置
な
ど
に
よ
り
情
報
提
供
や
注
意

喚
起
を
行
う
。
ま
た
市
内
で
発
生
し
た

場
合
、
発
生
農
場
で
の
鶏
の
殺
処
分
や

消
毒
、
焼
却
・
埋
却
な
ど
の
防
疫
措
置

は
、
県
が
主
導
す
る
た
め
、
人
員
な
ど

の
協
力
要
請
に
対
し
て
積
極
的
に
連
携

を
図
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
県
の
家
畜
保
健
衛
生
所
と
連
携
し
、

養
鶏
農
家
に
対
し
て
発
生
防
止
の
た
め

の
日
常
的
な
対
策
や
衛
生
管
理
の
徹
底

を
要
請
し
て
い
く
。
ま
た
市
内
で
発
生

し
た
場
合
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ

う
情
報
収
集
に
努
め
、
県
や
庁
内
関
係

各
課
と
の
連
絡
を
取
り
、
平
常
時
か
ら
 

全
庁
的
に
体
制
を
整
え
て
対
処
し
て
い
く
。 

   　
　
　
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
暮
ら
し

　
　
　
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に

利
用
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
２０
年
度
か
ら
の
３
カ
年
で
実
施

　
　
　
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・
再
生
総
合
事
業
で
は
、
市
内
の
主

要
な
交
通
拠
点
と
市
民
病
院
を
結
ぶ
基

幹
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
額
田
地
域
を
モ
デ
ル
に
、

住
民
組
織
と
の
協
働
に
よ
り
小
学
校
の

統
廃
合
に
よ
る
児
童
の
通
学
に
も
対
応

し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
、
更

に
は
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
申
し
出
の
あ

っ
た
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
交
通
事
業

１１ 

市政のここが聞きたい 

代
表
質
問
 ３
月
定
例
会
で
は
、
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
課
題
や
重
要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
 

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
太
字
の
質
問
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

●
自
民
清
風
会
 

・
将
来
ま
で
自
律
し
た
状
態
が
続
く
都
市
経
営
 

・
地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
 

・
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
自
然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
 

・
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
 

●
ゆ
う
あ
い
２１
 

・
地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
 

・
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
自
然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
 

・
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
 

・
将
来
ま
で
自
律
し
た
状
態
が
続
く
都
市
経
営
 

●
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
 

・
地
方
議
会
改
革
 

・
市
民
生
活
・
地
域
社
会
の
充
実
 

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
 

・
経
済
の
振
興
 

・
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
の
整
備
 

・
教
育
・
文
化
の
振
興
 

・
自
律
し
た
都
市
経
営
の
実
践
 

・
財
政
 

●
公
明
党
 

・
平
成
２３
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
 

・
福
祉
課
題
 

・
子
供
支
援
対
策
 

・
本
市
の
Ｄ
Ｖ
対
応
 

・
が
ん
対
策
 

・
市
民
病
院
 

・
災
害
対
策
 

・
観
光
活
性
化
 

・
多
文
化
共
生
の
充
実
 

・
中
小
企
業
支
援
及
び
雇
用
対
策
 

・
環
境
行
政
 

・
森
林
行
政
 

・
教
育
行
政
 

 

●代表質問 

答 

答 

問 自
民
清
風
会
 

■
小
野
　
政
明
 

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
 

問 

答 問 快
適
で
魅
力
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
 

か
っ
ち
ゅ
う
 



おかざきエクスプレス 

額田支所 

者
と
の
協
議
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
や

需
要
に
あ
っ
た
改
善
を
す
る
取
り
組
み

な
ど
を
進
め
て
き
て
い
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
踏
ま
え
、
住
民
と
行
政
、
交
通
事
業

者
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
地
域
公
共
交

通
を
守
り
、
育
て
て
い
く
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
 

   　
　
　
児
童
生
徒
の
よ
り
良
い
教
育
環

　
　
　
境
の
整
備
と
、
教
育
の
質
の
充

実
を
目
的
と
し
て
新
設
中
学
校
の
計
画

が
進
ん
で
い
る
が
、
通
学
方
法
、
部
活

動
、
制
服
な
ど
の
選
定
方
法
及
び
建
設

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
各
学
区
で
開
催
し
た
説
明
会
に

　
　
　
お
い
て
、
通
学
方
法
や
通
学
路
、

部
活
動
、
制
服
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多

く
の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
開
校
１
年
前
と
な
る
平
成
２４
年

４
月
に
新
設
分
離
の
母
体
校
で
あ
る
南

中
学
校
に
地
元
総
代
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
員

等
に
よ
る
開
校
準
備
委
員
会
を
発
足
さ

せ
て
検
討
協
議
を
行
い
、
新
設
中
学
校

へ
生
徒
が
安
心
し
て
通
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
事
項
を
決
定
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
建
設
に
向
け
た
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
２２
年
度
は
用
地
取
得
、

実
施
設
計
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

く
事
業
説
明
会
を
行
っ
た
。
今
後
は
工

事
発
注
に
向
け
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
縮
減
を
図
り
、
２３
年
度
か
ら
２４
年

度
に
建
設
工
事
、
２５
年
４
月
の
開
校
を

目
指
し
、
関
係
者
の
理
解
、
協
力
の
下
、

計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。
 

       　
　
　
２３
年
度
よ
り
旧
岡
崎
６
支
所
が

　
　
　
市
民
課
か
ら
独
立
し
、
額
田
支

所
と
同
様
な
位
置
付
け
と
な
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
を
含
め
た
今
後
の

支
所
の
進
む
べ
き
方
向
や
業
務
内
容
、

機
能
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
本
市
の
第
６
次
総
合
計
画
の
基

　
　
　
本
構
想
で
は
、
歴
史
的
・
文
化

的
に
結
び
つ
き
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
し
て
一
体
感
を
醸
成
で
き
る
八
つ

の
地
域
（
支
所
、
本
庁
地
域
）
に
市
域

を
区
分
し
、
地
域
と
の
協
働
の
下
で
各

地
域
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後
、
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
役
割
に
お
け
る
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
を
拠
点
的

に
担
っ
て
い
く
こ
と
が
、
支
所
の
進
む

方
向
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
に
、
地
域
の
代
表
と
行
政
が
情
報
を

共
有
し
、
意
見
交
換
が
で
き
る
場
と
し

て
、
新
た
に
（
仮
称
）
地
域
連
絡
調
整

会
議
を
支
所
に
設
け
る
と
と
も
に
、
庁

内
体
制
で
は
、
縦
割
り
の
弊
害
を
無
く

し
、
一
体
的
に
支
援
等
を
行
う
た
め
に

（
仮
称
）
地
域
活
動
支
援
調
整
会
議
を

設
置
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
 

 
 

  　
　
　
金
沢
市
と
の
観
光
交
流
都
市
協

　
　
　
定
が
締
結
さ
れ
３
年
余
り
が
経

過
し
、
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
た
と
思

う
が
、
市
民
の
交
流
、
行
政
の
交
流
が

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

金
沢
市
と
の
観
光
交
流
の
将
来
展
望
に

つ
い
て
も
伺
う
。
　
 

　
　
　
協
定
の
締
結
後
、
両
市
ホ
ー
ペ

　
　
　
ム
ー
ジ
上
で
の
情
報
発
信
や
観

光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
交
換
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
家
康
行
列
に
ミ
ス
百
万
石
を

始
め
と
す
る
金
沢
市
の
皆
様
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
民
レ
ベ
ル
で
は
、

本
市
か
ら
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
見
学
ツ

ア
ー
の
実
施
や
、
お
か
ざ
き
観
光
ガ
イ

ド
の
会
に
よ
る
訪
問
と
交
流
、
金
沢
市

側
か
ら
は
、
秋
の
市
民
ま
つ
り
に
物
産

展
の
出
店
が
あ
り
、
来
場
者
と
交
流
を

図
っ
た
。
更
に
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

の
全
線
開
通
を
契
機
に
、
金
沢
市
内
の

旅
行
代
理
店
な
ど
に
観
光
商
品
作
り
を

依
頼
し
、
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
に
組
み

込
ま
れ
た
。
将
来
展
望
と
し
て
は
、
引

き
続
き
旅
行
商
品
作
り
の
促
進
や
新
た

な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
、
両
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
 

 
 

  　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
の
中
で
地
域

　
　
　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
公
園
整
備

や
、
高
齢
化
社
会
に
即
し
た
公
園
整
備

の
推
進
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
　
 

　
　
　
本
市
で
は
、
都
市
公
園
整
備
や
 

　
　
　
都
市
の
緑
の
保
全
等
、
緑
に
関

す
る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
緑
の
基
本

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
公
園
が
不
足

し
て
い
る
地
区
で
は
、
身
近
な
公
園
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
都
市
公
園
の
ほ
か
、
児
童
遊

１２ 

問 

答 

答 

答 答 

●代表質問 

ゆ
う
あ
い
２１
 ■

内
藤
　
誠
 

地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
 

　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
 

問 未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
 

問 

問 

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
 

快
適
で
魅
力
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
 

し
ん
ち
ょ
く
 



ユニバーサルデザインに対応した水飲み 

議場 

園
や
子
ど
も
広
場
を
含
め
た
施
設
の
配

置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
多
く

の
市
民
が
身
近
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
め
る
、
憩
い
の
場
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢

化
社
会
に
即
し
た
公
園
整
備
と
し
て
は
、

既
存
の
公
園
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
、
新
た
に
整
備
す
る
公
園
に
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
、

誰
も
が
使
い
や
す
い
公
園
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
緑
の

基
本
計
画
を
基
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
社

会
情
勢
や
経
済
状
況
を
勘
案
し
、
よ
り

具
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

た
い
。
 

   　
　
　
公
共
施
設
が
真
に
市
民
の
た
め

　
　
　
の
施
設
と
な
る
よ
う
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
、
効
果
的
で

効
率
的
な
施
設
運
営
や
管
理
運
営
費
の

市
民
負
担
の
在
り
方
な
ど
、
改
め
て
の

検
討
が
必
要
と
思
う
が
、
公
共
施
設
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民

　
　
　
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
要
請
を
基
に

順
次
配
置
し
て
き
た
が
、
極
端
に
利
用

率
が
低
い
施
設
や
、
特
定
の
部
屋
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い

施
設
が
あ
り
、
ま
た
多
く
の
施
設
で
生

涯
学
習
的
な
利
用
が
主
で
、
本
来
の
設

置
目
的
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
状
況
が
あ
る
。
更
に
、
平
成
２６
年

に
は
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

３
９
９
施
設
中
、
市
民
会
館
や
体
育
館

な
ど
２
０
８
施
設
が
市
有
建
築
物
管
理

保
全
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
大
規
模
改

修
の
検
討
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

大
き
な
財
政
的
負
担
を
要
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
公
共
施
設

が
持
つ
役
割
や
効
果
等
を
検
証
し
、
将

来
に
わ
た
る
必
要
性
な
ど
を
見
定
め
、

将
来
的
な
見
通
し
に
立
っ
た
再
編
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
 

       　
　
　
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例

　
　
　
を
制
定
し
、
議
会
の
見
え
る
化

に
踏
み
込
み
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

も
透
明
化
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
が
、
中
核
市
や
近
隣
の
他
都
市
と
比

較
し
た
現
在
の
岡
崎
市
の
評
価
に
つ
い

て
伺
う
。
　
 

　
　
　
市
議
会
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
大
学
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

に
よ
る
議
会
改
革
度
調
査
が
１
７
９
７

あ
る
全
地
方
議
会
を
対
象
に
情
報
公
開
、

住
民
参
加
、
機
能
強
化
の
３
つ
の
点
か

ら
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
２２
年
末
に

公
表
さ
れ
た
。
本
市
議
会
は
、
調
査
に

回
答
し
た
１
３
５
０
余
り
の
議
会
、
回

答
率
で
お
よ
そ
７５
％
だ
が
、
こ
の
中
で
 

７７
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
と
い
う
結

果
で
あ
り
、
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
中
核

市
４０
市
の
中
で
は
６
番
目
、
三
河
１４
市

の
中
で
は
豊
田
市
に
次
ぎ
２
番
目
の
評

価
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 

   　
　
　
公
共
事
業
に
お
い
て
、
無
駄
な

　
　
　
部
分
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
、
必
要
な
部
分
は
経
済
活
性

化
の
た
め
に
粛
々
と
更
新
さ
せ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
が
、
市
有
建
築
物
管
理
保

全
基
本
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
２６
年
に
市
有
建
築
物
の
半
数
以

　
　
　
上
で
築
後
３０
年
を
迎
え
る
。
こ

の
た
め
、
市
有
建
築
物
管
理
保
全
基
本

方
針
を
定
め
、
一
元
的
に
作
成
さ
れ
た

中
長
期
計
画
に
基
づ
く
保
全
工
事
を
実

施
し
、
建
築
物
の
長
寿
命
化
及
び
工
事

費
の
平
準
化
を
図
る
。
保
全
工
事
を
行

う
建
築
物
を
定
め
て
長
寿
命
化
に
効
果

的
な
工
事
箇
所
を
特
定
す
る
こ
と
で
、

基
本
方
針
で
定
め
て
い
る
目
標
耐
用
年

数
８０
年
に
近
づ
け
て
維
持
管
理
費
の
削

減
を
図
る
。
ま
た
、
建
築
物
に
優
先
順

位
を
設
け
、
単
年
度
に
工
事
を
集
中
さ

せ
る
こ
と
な
く
財
政
の
平
準
化
を
行
う
。

更
に
、
保
全
工
事
を
確
実
に
行
う
た
め
、

基
金
の
活
用
や
予
算
枠
の
確
保
に
つ
い

て
も
定
め
て
い
る
。
今
後
は
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、
庁
内
で
横
断
的
な
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
組
織

し
、
遊
休
施
設
の
活
用
や
建
築
物
の
統

廃
合
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。
 

   　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
新
文

　
　
　
化
会
館
や
子
ど
も
科
学
館
、
南

部
給
食
セ
ン
タ
ー
等
数
々
の
土
地
の
取

得
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
土
地

と
同
等
の
土
地
を
売
却
し
、
限
ら
れ
た

土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
考
え
る
が
、
今
後
の
土
地
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。
 

　
　
　
本
市
が
所
有
す
る
普
通
財
産
は
、

　
　
　
１３
年
以
降
、
公
共
的
な
利
用
の

見
込
み
が
な
く
、
住
宅
地
等
に
利
用
で

１３ 

答 

答 答 

●代表質問 

答 

問 将
来
ま
で
自
律
し
た
 

　
　
状
態
が
続
く
都
市
経
営
 

都
市
基
盤
・
 

　
　
　
生
活
基
盤
の
整
備
 

問 

日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
 

■
山
本
　
雅
宏
 

地
方
議
会
改
革
 

問 

経
済
の
振
興
 

問 



き
そ
う
な
２８
件
約
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
、
売
却
な
ど
の
処
分
を
し
て

き
た
が
、
整
備
等
が
で
き
れ
ば
利
用
や

処
分
が
で
き
る
土
地
は
市
街
化
調
整
区

域
内
の
土
地
を
含
め
５
万
平
方
メ
ー
ト

ル
程
度
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
未
利

用
の
土
地
は
、
境
界
の
確
定
、
進
入
道

路
の
確
保
な
ど
の
条
件
整
備
が
難
航
し
、

解
決
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
そ
こ
で

平
成
２３
年
度
、
普
通
財
産
の
活
用
の
推

進
を
担
当
す
る
班
を
設
け
、
総
合
的
な

視
点
か
ら
未
利
用
の
土
地
利
用
や
処
分

を
検
討
す
る
庁
内
会
議
を
立
ち
上
げ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
再
編
や
適

正
配
置
も
念
頭
に
置
い
た
財
産
の
効
率

的
な
運
用
を
図
る
。
新
た
な
施
設
建
設

等
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
土
地
は
積
極

的
に
売
却
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

    
 
 
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
に
よ

　
　
　
り
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま

り
、
人
、
物
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、

都
市
と
し
て
の
総
合
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
。
今
後
、
本
市
の
飛
躍
の
た
め
に

は
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
が
不
可
欠

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
。
 

　
　
　
民
間
調
査
機
関
が
２２
年
に
実
施

　
　
　
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
高
い
成
果
を
残

し
た
取
り
組
み
は
少
数
で
、
地
域
的
な

ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
一
定
の
効
果
は
あ
っ

た
も
の
の
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ
た
ケ
ー
ス
は
ま
だ
少
な
い
状
況
の
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

に
向
け
て
集
中
的
に
取
り
組
む
人
材
の

確
保
と
地
域
全
体
を
巻
き
込
む
た
め
の

組
織
体
制
作
り
が
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
時
代
に

向
け
て
本
市
の
魅
力
を
高
め
、
都
市
間

競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
戦
略
を
持
つ

こ
と
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
全
国
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み

状
況
も
踏
ま
え
、
本
市
の
豊
か
な
歴
史

的
、
文
化
的
な
資
源
を
活
用
し
た
観
光

や
商
工
業
な
ど
を
軸
と
し
た
都
市
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
、
市
制
１
０
０
周

年
に
向
け
た
取
り
組
み
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

       　
　
　
税
収
の
劇
的
な
増
加
が
見
込
め

　
　
　
な
い
中
、
貯
金
に
当
た
る
基
金

の
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
目

的
別
に
積
み
立
て
た
基
金
を
包
含
し
、

総
合
的
な
基
金
と
し
て
再
編
成
し
有
効

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
こ
こ
数
年
の
予
算
要
求
で
は
、

　
　
　
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修

繕
整
備
に
対
す
る
も
の
が
多
い
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
先
送
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
計
画
的
に
施
設
の
維
持
修
繕
を

行
う
方
針
で
あ
る
が
、
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
現
行
の
基
金
を
再
編
成

し
、
総
合
的
な
基
金
に
統
合
し
、
広
い

範
囲
の
公
共
施
設
に
適
用
で
き
る
よ
う

な
基
金
に
す
る
こ
と
が
、
財
源
を
確
保

す
る
上
で
有
効
か
つ
必
要
な
考
え
方
と

感
じ
て
い
る
。
現
在
、
本
市
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
各
基
金

条
例
の
設
置
目
的
に
反
し
な
い
範
囲
で

活
用
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
再
編
を

要
す
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
財
政
調
整

基
金
の
在
り
方
と
併
せ
て
研
究
し
て
い

１４ 

答 

●代表質問 

自
律
し
た
都
市
経
営
の
実
践
 

問 

○
3
月
定
例
会
の
動
き
 

１
日
　
本
会
議
 

　
　
　
開
会
、
会
期
決
定
、
 

　
　
　
市
長
提
案
説
明
 

２
日
　
本
会
議
 

　
　
　
代
表
質
問
 

３
日
　
本
会
議
 

　
　
　
代
表
質
問
 

４
日
　
本
会
議
 

　
　
　
平
成
２３
年
度
議
案
説
明
 

９
日
　
本
会
議
 

　
　
　
平
成
２３
年
度
議
案
総
括
質
疑
、
 

　
　
　
委
員
会
付
託
 

１０
日
 
本
会
議
 

　
　
　
平
成
２２
年
度
議
案
説
明
、
 

　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決
 

１４
日
 
経
済
建
設
委
員
会
 

１５
日
 
福
祉
病
院
委
員
会
 

１６
日
 
環
境
教
育
委
員
会
 

１７
日
 
総
務
企
画
委
員
会
 

２２
日
 
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
 

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
 

２４
日
 
議
会
運
営
委
員
会
 

２８
日
 
本
会
議
 

　
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
 

　
　
　
採
決
 

　
　
　
追
加
議
案
の
説
明
、
質
疑
、
 

　
　
　
討
論
、
採
決
、
閉
会
 

答 

平
成
２３
年
度
予
算
編
成
と
 

　
　
　
　
　
　
行
財
政
運
営
 

公
明
党
 

■
畔
柳
　
敏
彦
 

問 



る
。
第
１
段
階
と
し
て
、
基
金
の
統
廃

合
に
よ
る
弾
力
的
・
有
効
的
な
活
用
に

つ
い
て
の
本
市
の
方
向
性
を
早
い
時
期

に
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

    
 
 
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い

　
　
　
徘
徊
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
徘
徊
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
本
市
の
徘
徊
高
齢

者
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
 

　
　
　
徘
徊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

　
　
　
止
す
る
た
め
本
市
で
は
、
在
宅

で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、
高
齢

者
の
早
期
発
見
と
安
全
の
確
保
、
ま
た

家
族
が
安
心
し
て
介
護
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
位
置
情
報
検
索
シ
ス
テ

ム
初
期
費
用
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
徘
徊
高
齢
者
も
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
徘
徊
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
支
援
の
強

化
が
よ
り
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

国
及
び
県
が
徘
徊
高
齢
者
対
策
と
し
て
、

徘
徊
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
事
業
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
本
市

と
し
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

　
　
　
本
市
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所

　
　
　
な
ど
就
労
系
の
事
業
所
の
数
、

及
び
そ
れ
ら
の
事
業
所
な
ど
か
ら
一
般

企
業
へ
就
職
し
た
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
か
ら
の
就
労

に
つ
い
て
課
題
や
今
後
の
対
策
は
。
 

　
　
　
平
成
２３
年
１
月
現
在
、
市
内
の

　
　
　
就
労
系
事
業
所
は
就
労
移
行
支

援
が
２
事
業
所
、
労
働
基
準
法
が
適
用

さ
れ
る
就
労
継
続
Ａ
型
が
３
事
業
所
、

適
用
さ
れ
な
い
就
労
継
続
Ｂ
型
が
１６
事

業
所
で
あ
り
、
就
労
系
事
業
所
か
ら
一

般
企
業
へ
の
就
職
実
績
は
、
１８
年
度
９

人
、
１９
年
度
９
人
、
２０
年
度
１３
人
、
２１

年
度
８
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
障
が

い
者
の
雇
用
促
進
は
、
事
業
所
の
独
力

だ
け
で
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
職
業
安
定
所
な
ど
と

の
連
携
や
企
業
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
自
立
支
援
協
議

会
就
労
支
援
専
門
部
会
で
の
協
議
の
具

体
策
と
し
て
、
２３
年
度
か
ら
市
役
所
に

障
が
い
者
の
就
業
相
談
窓
口
の
設
置
を

し
て
、
雇
用
先
企
業
の
開
拓
も
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
就
労
支
援
専

門
部
会
で
事
業
所
、
職
業
安
定
所
と
の

連
携
を
図
り
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。
 

   　
　
　
平
成
２０
年
８
月
末
豪
雨
災
害
時

　
　
　
に
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
被
災

状
況
を
把
握
し
、
そ
の
支
援
体
制
は
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
伺
う
。
ま
た
、
支

援
の
進
捗
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
す

べ
て
の
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た

被
災
者
台
帳
に
よ
る
支
援
シ
ス
テ
ム
作

り
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。
 

　
　
　
災
害
発
生
直
後
か
ら
、
家
屋
の

　
　
　
応
急
危
険
度
の
判
定
や
被
害
調

査
を
開
始
し
、
延
べ
３
３
７
４
棟
に
つ

い
て
被
害
認
定
を
行
っ
た
。
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
、
発
災
日
か
ら
被
災
証
明

の
窓
口
を
設
置
し
、
そ
の
後
被
災
者
再

建
支
援
法
に
係
る
支
援
や
災
害
見
舞
金

の
支
給
、
税
の
減
免
措
置
な
ど
６１
項
目

に
わ
た
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
ま
と

め
、
被
災
地
の
住
民
へ
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
周
知
を
す
る
と
と
も
に
、
総

合
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。
現
在
、
家

屋
の
被
災
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
お
り
、
今

後
は
こ
れ
を
被
災
者
台
帳
化
し
て
、
全

庁
的
に
共
有
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

総
合
的
な
被
災
支
援
の
シ
ス
テ
ム
作
り

に
取
り
組
み
た
い
。
 

１５ 

●代表質問 

答 

答 

答 

災
害
対
策
 

問 

福
祉
課
題
 

問 問 
は
い

か
い
 

○
初
め
て
傍
聴
し
て
み
て
、
質
問
の
大

変
さ
（
幅
広
さ
・
掘
り
下
げ
方
法
な

ど
）
が
分
か
り
、
議
員
の
勉
強
ぶ
り

に
感
心
し
ま
し
た
。
岡
崎
市
議
会
も

安
泰
と
感
じ
ま
し
た
。
 

（
男
性
　
６９
歳
）
 

○
次
年
度
予
算
に
対
し
て
議
会
の
質
疑

応
答
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
の
で
、
非
常
に
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
 

（
男
性
　
３４
歳
）
 

○
予
算
に
対
す
る
質
疑
に
つ
い
て
は
、

内
容
が
細
か
く
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
慎

重
、
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
、
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
今
後
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
男
性
　
３６
歳
）
 

○
市
議
会
は
い
つ
で
も
傍
聴
で
き
る
の

に
、
人
生
で
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し

ま
し
た
。
２３
年
度
予
算
等
に
対
す
る

質
疑
応
答
で
難
し
い
内
容
で
し
た
が
、

自
分
の
住
む
岡
崎
市
の
予
算
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
て
も

興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
傍
聴
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

（
男
性
　
４０
歳
）
 

議
会
を
傍
聴
し
て
 



１６ 

市
議
会
だ
よ
り
は
環
境
に
や
さ
し
い 

大
豆
油
イ
ン
キ
で
印
刷
し
て
い
ま
す
。 

表
紙
の
写
真 

…
伊
賀
町
…

 

編
集
後
記 

　
青
葉
に
風
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
も
「
誇
り
と
安
心
を
も
て

る
住
み
よ
さ
を
次
の
１０
年
に
つ
な
い
で

い
く
予
算
」
と
し
て
、
防
災
対
策
関
連

予
算
を
始
め
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

堅
実
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
３
月
１１
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

◎議会の日程、傍聴、請願・陳情などに関する事項は、議事課（ 23－6378）までお問い合わせください。 

　３月１１日に発生いたしました東北地方太平洋沖
地震におきまして、被災されました皆様に衷心よ
りお見舞いを申し上げるとともに、犠牲になられ
た方々とそのご遺族の皆様に、深く心よりお悔や
みを申し上げます。岡崎市議会議員親和会は、３
月１４日被災されました皆様の一日も早い復興をお
祈りし、東日本大震災義援金１００万円を送りました。 

東日本大震災の被災者の 
皆様にお見舞い申し上げます 

　本会議や委員会の傍聴は、入口で住所・氏名を
ご記入いただくだけですので、お気軽にお越しく
ださい。（本会議場は西庁舎３階、委員会室は西庁舎２階です） 

議会を傍聴してみませんか 

6 月定例会予定  

○一般質問の通告内容は、開会日までにホームページに掲 
　載します。（アドレスは下段に掲載） 
○開会、一般質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクス 
　で中継放送を、議案説明を含む本会議の録画映像をイン 
　ターネットに掲載する予定です。 
○各会議の開催時刻は午前10時の予定です。（福祉病院委 
　員会と総務企画委員会は午後１時15分の開催予定） 

請願・陳情締切 

開会・市長提案説明・（一般質問） 

一般質問 

一般質問 

一般質問 

議案説明・総括質疑・委員会付託 

経済建設委員会 

福祉病院委員会 

環境教育委員会 

総務企画委員会 

議会運営委員会 

委員長報告、質疑、討論、採決、閉会 

5月30日（月） 

6月 1日（水） 

2日（木） 

3日（金） 

6日（月） 

9日（木） 

13日（月） 

 

14日（火） 

 

20日（月） 

22日（水） 

議会ダイヤル 
自 民 清 風 会  

ゆうあい21 

日本一愛知の会 岡崎 

公 明 党  

日本共産党 

無 所 属  

議 会 事 務 局  

23-6390 

23-6394 

23-6608 

23-6396 

23-6397 

23-6385 

23-6377

無
所
属 

○編集と発行　岡崎市議会議会報委員会　〒444-8601　岡崎市十王町2丁目9番地   23-6381
○岡崎市議会ホームページ　http://www.city.okazaki.aichi.jp/menu1024.html

政府などへの意見書 
　議会の意思を表明するため、次の意見書を可決し、
直ちに議長が関係機関へ提出して、その趣旨の実
現が図られるよう要請しました。 

●子宮頸がん予防ワクチンの定期接種化を求
める意見書 

　ワクチン接種により、子宮頸がんの予防だけで
なく医療費抑制にもつながるとの試算がある。現
在は公費助成があるものの原則自己負担であるワ
クチン接種の自治体間の格差をなくすため、予防
接種法による定期接種の対象とすること、定期接
種化が平成23年度末までに間に合わない場合は
補助事業を延長することを要望する。 

議会にかかわる条例・規則などの改正 
（平成23年4月1日施行） 

●市議会委員会条例の一部改正 
　市事務分掌条例の一部改正により、常任委員会
の所管に関する規定を整備した。 

◎提出先　内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣 

●容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制
と再使用を促進するための法律の制定を求
める意見書 

　自治体が税金で容器包装を分別収集しているこ
とで、容器包装を選択する事業者には発生抑制や
環境配慮設計に取り組もうとするインセンティブ
が働かず、ゴミの削減努力をしている市民には負
担の在り方に不公平感が高まっている。容器包装
リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進
するための法律を制定することを要望する。 

◎提出先　衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、 
総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、 
農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣、 
内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安
全　行政刷新） 

○
伊
賀
川
堤
の
桜

並
木
が
今
年
も
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り

ま
し
た
。
川
面
を

覆
う
よ
う
に
咲
く

桜
の
ト
ン
ネ
ル
が

視
界
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
、
多
く
の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 


